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１．実施概要 

（１）保安検査実施期間（詳細は別添１参照） 

   平成２９年５月２３日（火）～５月２６日（金） 

 

（２）検査担当職員 

東海・大洗原子力規制事務所 

原子力保安検査官     安部 英昭 

原子力保安検査官     星   勉 

安全規制管理官（新型炉・試験研究炉・廃止措置担当）付 

原子力保安検査官     桝見 亮司 

保安検査補助員      石川  隼人 

安全規制管理官（再処理・加工・使用担当）付 

原子力保安検査官     本多  孝至 

原子力保安検査官     関    典之 

 

２．保安検査内容 

（１）基本検査項目 

①組織及び職務等に係る改善の検討状況 

②マネジメントレビューの実施状況 

③異常時の措置等について 

④指摘事項の対応状況 

 

（２）追加検査項目 

なし 

 

３．保安検査結果 

（１）総合評価 

今回の保安検査においては、「組織及び職務等に係る改善の検討状況」、

「マネジメントレビューの実施状況」、「異常時の措置等について」、「指

摘事項の対応状況」を検査項目として、資料確認及び聴取等によって検査を

実施した。 

 

その結果、保安検査を行った範囲においては、保安規定違反となる事項は

認められなかった。 

しかしながら、これまで実施してきた保安検査において確認され、事業者
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において改善することとなった下記事項等について、今後の保安検査等で引

き続き確認することとする。 

 

・高温工学試験研究炉部における文書管理に係る是正措置計画において、

「業務の管理要領」と「文書及び記録の管理要領」のみを改訂するとして

いるが、他の要領書についても見直す必要があることから、是正措置計画

を見直し、速やかに改善を実施すること。 

  

（２）個別検査結果 

別添２参照 

 

（３）違反事項（監視すべき事項を除く。） 

   なし 

 

４．過去の違反事項（監視すべき事項を除く。）に対する事業者の措置状況 

（１）平成２６年度第３回保安検査で確認された材料試験炉部における保安活

動の実施不備への対応について 

ＪＭＴＲ第３排水系貯槽(Ⅱ)において、同排水系の老朽化による不具合

に伴い排水が滞り、平成２５年６月２０日に廃樹脂貯槽液面の液面高の警

報が作動、その後、１年以上にわたり警報が作動し続け、保安規定第５編

第５３条（警報装置が作動した場合の措置）第１項に違反して、原因の除

去及び異常の拡大防止等の措置が適切に講じられていなかったことが、平

成２６年度第３回保安検査で確認され、保安規定違反と判定した。 

本件についての改善に向けた取組状況については、これまでの保安検査

で確認してきたところであるが、その状況下、使用施設に係る平成２７年

度第２回保安検査においてホットラボ施設の排気筒アンカーボルトの減

肉の事象に関し、組織及び実施者が適切にその職務を履行できなかったこ

とが確認され、平成２８年度第４回保安検査まで、その改善の取組状況に

ついて確認してきたところである。 

今回の保安検査においては、その改善に向けた取組について確認した。 

 

その結果、検査結果「組織及び職務等に係る改善の検討状況」に示すと

おり、改善に向けた取り組みに関するアクションプランが、平成２９年３

月末までに終了していることを確認した。 

今後は、原子炉設置者が通常の業務運営において継続的に実施するもの

と判断したものについては、必要に応じ品質保証推進委員会又は内部監査



 

 
 

 - 3 -

で確認するとしたこと、また、平成２９年１０月に品質保証推進委員会で

活動状況をレビューするとしていることを確認した。 

 

５．特記事項等 

なし 
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（別添１） 

 

 

平成２９年度第１回保安検査日程 
 

月 日 ５月２３日(火) ５月２４日(水) ５月２５日(木) ５月２６日(金) 

午 前 

●初回会議 ●検査前会議 ●検査前会議 ●検査前会議 

○組織及び職務等に係る

改善の検討状況※１ 

 

○マネジメントレビュー

の実施状況※１ 

 

○指摘事項の対応状況 ○指摘事項の対応状況 

 

午 後 

○組織及び職務等に係る

改善の検討状況※１ 

 

○マネジメントレビュー

の実施状況※１ 

 

○異常時の措置等につい

て 
 

○指摘事項の対応状況 

●チーム会議 

●まとめ会議 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●最終会議 

※○：検査項目、●：会議等 

※１．安全規制管理官（再処理・加工・使用担当）付と連携して実施した検査事項 
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（別添２） 

個 別 検 査 結 果（１／４） 

 

１．検査実施日 

  平成２９年５月２３日（火） 

２．検査項目 

組織及び職務等に係る改善の検討状況 

 

３．対象となった保安規定の条文 

第１編 総則 

第２章 管理体制 

第５条 組織 

第５条の２ 職務 

第９条 原子炉施設等安全審査委員会の設置及び構成 

第９条の２ 原子炉施設等安全審査委員会の審議事項 

第１０条 品質保証推進委員会の設置及び構成 

第１１条 品質保証推進委員会の審議事項 

第３章 品質保証 

第１４条 品質保証計画の策定及び品質保証活動の実施 

第１５条 保安活動の計画、実施、評価及び継続的な改善 

第１８編 不適合管理及び是正処置 

第１９条 予防処置 

第２０条 品質保証計画の継続的な改善 

第２１条 文書及び記録の管理 

第２２条 品質保証に関する教育 

第５編 ＪＭＴＲの管理 

第１章 通則 

     第２条 材料試験炉部品質保証技術検討会 

     第４条 手引の作成 

第６章 異常時の措置 

     第５３条 警報装置が作動した場合の措置 

第６４条 停止中の巡視及び点検において異常を認めた場合の措置 

 

４．検査結果 

材料試験炉ホットラボ施設の排気筒のアンカーボルトの減肉事象（以下、「ア

ンカーボルト減肉事象」という。）の対応等で確認された、職務に係る組織の機
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能不全に関する根本原因分析を踏まえた保安活動の改善活動を実施中であること

から、前回の保安検査に引き続き事業者の改善活動について、「拡大品質保証推

進委員会議事録」、「品質保証に係る改善のアクションプランの総括」、「品質

保証に係る改善のアクションプラン」、「品質保証に係る改善のアクションプラ

ンの実績（２月、３月）及び実施結果の総括の周知」等の資料及び聴取により確

認した。 

具体的な確認事項は以下のとおりである。 

    

・平成２８年度第４回保安検査以降、大洗研究開発センター所長（以下「所長」

という。）が参加する拡大品質保証推進委員会を計７回開催していること。拡

大品質保証推進委員会における議論を深めるため、安全管理部長は、アクショ

ンプランに基づき各部が実施した結果について、事前に報告するよう、業務連

絡書により指示していること。また、各部長はこの指示に基づき、実施した結

果について安全管理部長に報告していること。 

 

・品質保証推進委員会の下に設置された「高経年化施設の保安に関する分科会」

では、アクションプランに基づき、点検時や異常の兆候が確認された場合の注

意事項等について、異常等発生時の事象別に取るべき基本行動指針をまとめて

いること。各部において、当該行動指針に基づき、今年６月までにマニュアル

の見直しを計画していること。 

 

・平成２９年３月、品質保証推進委員会では従来からの品質保証推進委員会規則

の他に、品質保証推進委員会運営要領を新たに制定し、報告事項として不適合

管理分科会の活動状況、不適合管理等の実施状況、従来は部長が管理していた

不適合ランクＣの処置状況等としたこと。 

 

・不適合管理分科会で取り扱った不具合情報について分析を行い、運用状況から

の課題を確認し、平成２９年３月、「不適合管理並びに是正処置及び予防処置

要領」の見直しを（拡大※）品質保証推進委員会で審議したこと。同年４月から

不具合情報に係る予防処置の仕組みとして、不具合情報の予防措置フローを要

領書に追加したこと。 

 ※「拡大」は所長の出席を要する場合。 

 

・平成２９年４月、安全管理部長は、異常時のマネジメント対策として、異常時

に当該部署を支援する専門家リストを作成し、大洗研究開発センター（以下「大

洗研」という。）の設備保全ネットワークのメンバー（電気・計装、機械・塔
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槽、放射線管理）を登録したこと。 

 

・平成２９年３月、所長は大洗研の品質保証に係る改善のアクションプランを総

括し、事案を以下の４つに分類していること。 

①平成２８年度末をもって終了する事案、②通常の業務運営において継続的に

実施する事案、③年間の教育訓練実施計画に掲げ継続的に実施する事案、並

びに④平成２９年度の品質目標の施策等として設定し達成状況を確認する事

案。 

 

・終了する事案以外の活動内容に関して、②通常の業務運営において継続的に実

施する事案としては、リソースの配分に関する経営層への継続的要求、材料試

験炉部内のチェック機能、課内会議等の情報共有、不適合管理分科会の改善等

があること。③年間の教育訓練実施計画に掲げ継続的に実施する事案としては、 

経年劣化に関わる教育訓練、品質保証に関する教育等があること。また、④平

成２９年度の品質目標の施策等として設定し達成状況を確認する事案として

は、高経年化施設の保安に関する分科会の活動、異常の捉え方、不適合管理の

仕組みの継続的改善等があること。 

これら、終了する事案以外の活動状況について、平成２９年１０月の品質保

証推進委員会でレビューするとしている。 

 

・安全管理部長は、各部長への業務連絡書により平成２９年３月末までに、アク

ションプランが終了したこと、今後は原子力安全に対する自らの活動の持つ

意味及び重要性の認識を更に浸透させる活動を継続的に実施する必要がある

としたこと。通常の業務運営において継続的に実施するものと判断したもの

については、必要に応じ品質保証推進委員会又は内部監査で確認するとした

こと、また、平成２９年１０月に品質保証推進委員会で活動状況をレビュー

するとしていること。 

 

以上のことから、保安検査で確認した範囲において、保安規定の遵守状況につい

て違反は認められなかった。 

 

５．その他 

   なし 
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（別添２） 

個 別 検 査 結 果（２／４） 

 

１．検査実施日 

  平成２９年５月２４日（水） 

 

２．検査項目 

マネジメントレビューの実施状況 

 

３．対象となった保安規定の条文 

第１編 総則 

第２章 管理体制 

第５条の２ 職務 

第９条の２ 原子炉施設等安全審査委員会の審議事項 

第１０条 品質保証推進委員会の設置及び構成 

第１１条 品質保証推進委員会の審議事項 

第３章 品質保証 

第１４条 品質保証計画の策定及び品質保証活動の実施 

 第１５条 保安活動の計画、実施、評価及び継続的な改善 

第１６条 検査及び試験 

第１７条 内部監査 

第１８条 不適合管理及び是正処置 

第１９条 予防処置 

第２０条 品質保証計画の継続的な改善 

第２１条 文書及び記録の管理 

第２２条 品質保証に関する教育 

 

４．検査結果 

マネジメントレビューについて、平成２８年度の保安活動を踏まえて、平成２９

年度の品質方針及び品質目標に反映しているか検査した。特に平成２９年度から、

理事長がトップマネジメントを実施することになったことから、理事長マネジメン

トレビューのプロセスについて確認した。 

 

（１）所長マネジメントレビュー 

平成２８年度品質方針に基づき、平成２８年度の保安活動に係る実績評価が実施

され、抽出された課題がマネジメントレビューにインプットされているか、また、
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マネジメントレビューのアウトプットを踏まえ、平成２９年度の理事長の品質方針

が策定されているかについて検査を実施した。 

 

本件については、「平成２８年度品質保証に係る所長による定期のマネジメント

レビューインプット情報の提出依頼について」、「拡大品質保証推進委員会議事録」、

「所長によるマネジメントレビュー議事録」、「所長によるマネジメントレビュー

（平成２８年度期末）」の結果について（報告）」等の資料及び聴取により確認し

た。 

具体的な確認内容は以下のとおり。 

 

・管理責任者(品質保証担当副所長)は、平成２９年２月、各部長にマネジメントレ

ビューインプット情報の作成・報告を指示し、インプット情報の収集、整理を実

施していること、また、当該インプット情報の妥当性について、平成２９年３月

の品質保証推進委員会で審議した後、所長に報告していること。 

 

・なお、インプット情報としては、平成２８年１０月に実施した内部監査の結果、

保安検査等の原子力安全の達成に関する外部の受け止め方、及び品質目標の達成

状況等であること。管理責任者が各部長に依頼したインプット情報の提供期間と

して、平成２８年４月から平成２９年１月末としていること。内部監査は、監査

責任者が作成し、所長が承認した内部監査実施計画書をもとに、保守管理を行う

課を対象として実施したこと。 

 

・所長は、管理責任者から提出があったインプット情報を基にマネジメントレビュ

ーを平成２９年３月に実施し、レビューの結果、設備等の高経年化に伴うトラブ

ル発生防止のため、経年劣化を考慮した保守管理を実施すること、資源の不足へ

の対応について、経営上位者に要求する等としていること。 

 

・管理責任者は、上記のマネジメントレビューの結果について所内の各部長に周知

していること。また、所長及び管理責任者は、各々、マネジメントレビューの結

果及びマネジメントレビューに係るインプット情報の概要について、本部の安全

・核セキュリティ統括部長（以下、「安核部長」という。）に報告していること。 

 

・今回のマネジメントレビューにおけるインプット情報の提供期間として、平成２

８年４月から平成２９年１月末としていることから、管理責任者は平成２９年３

月末までの実績及び追加事項について回答するよう、平成２８年４月の業務連絡

書で各部長に依頼し、各部長は管理責任者に回答していること。今後、拡大品質
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保証推進委員会を開催して、品質目標等について確認するとしていること。 

 

（２）理事長マネジメントレビュー 

平成２９年度から、所長に代わり、理事長がトップマネジメントを実施すること

になったことから、大洗研の平成２８年度マネジメントレビューのアウトプットの

理事長マネジメントレビューへの反映状況について検査を実施した。 

 

本件については、「平成２８年度定期理事長レビュー資料 本部「安全・核セキ

ュリティ統括部」」、「平成２８年度定期（年度末）の品質保証活動及び安全文化

醸成活動等に係る理事長レビューの結果について」、「平成２９年度安全関係の各

方針及び施策の周知について」、「原子力安全に係る品質方針」、「原子炉施設及

び核燃料物質使用施設等品質保証計画書」等の資料及び聴取により確認した。 

具体的な確認内容は以下のとおり。 

 

・大洗研の管理責任者は、平成２９年３月、理事長マネジメントレビューに係るイ

ンプット情報として、試験研究用原子炉施設の品質保証活動に係る報告を、安核

部長へ報告していること。 

 

・安核部長は理事長マネジメントレビューに係るインプット情報を取りまとめてい

ること、インプット情報では、設備の高経年化対策として、高経年化の進展等を

考慮した評価を実施し、高経年化対策に係る中長期計画を立案するとしたこと。 

 

・理事長マネジメントレビューは、３月１４日～２１日の間の３日間実施されたこ

と、レビューでは品質方針の見直しが行われ、従来の７つの方針から４つの方針

に集約・変更されたこと、安核部長は理事長マネジメントレビューの結果につい

て、所長に周知していること。 

 

・前記の高経年化対策に係る中長期計画として、平成２９年４月、理事長は中長期

計画を立案したこと、当該計画において、平成２９年度は、高経年化対策方針に

基づく評価結果及び経営判断を踏まえ、優先順位上位の案件について対策を実施

するとしたこと。 

 

・理事長をトップマネジメントとする品質保証計画書について、平成２９年３月に

開催された３回の拡大品質保証推進委員会の審議を経て作成し、所長は安核部長

に理事長の承認依頼を業務連絡書により行っていること、理事長は同月、当該品

質保証計画書を決裁し、承認したこと。 
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・理事長の品質方針を受けて、大洗研の品質目標について、平成２９年５月に開催

された品質保証推進委員会で審議されたこと、所長は業務連絡書により各部長に

大洗研の品質目標について周知したこと、また、同業連により５月末までに各部

の品質目標を設定するよう依頼したこと。 

 

以上のことから、保安検査で確認した範囲において、保安規定の遵守状況につい

て違反は認められなかった。 

 

５．その他 

   なし 
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（別添２） 

個 別 検 査 結 果（３／４） 

 

１．検査実施日 

  平成２９年５月２５日（木） 

   

２．検査項目 

異常時の措置等について 

 

３．対象となった保安規定の条文 

第１編 総則 

第２章 管理体制 

第５条の２ 職務 

第１０条 品質保証推進委員会の設置及び構成 

第１１条 品質保証推進委員会の審議事項 

第３章 品質保証 

第１４条 品質保証計画の策定及び品質保証活動の実施 

第１５条 保安活動の計画、実施、評価及び継続的な改善 

第１８条 不適合管理及び是正処置 

第１９条 予防処置 

第５編 ＪＭＴＲの管理 

第１章 通則 

   第２条 材料試験炉部品質保証技術検討会 

  第４条 手引の作成 

第３章 保守管理 

   第３６条 施設定期自主検査 

   第４０条 停止中の巡視及び点検 

第６章 異常時の措置 

第６４条 停止中の巡視及び点検において異常を認めた場合の措置 

  

４．検査結果 

平成２９年５月、ＪＭＴＲの機械室において電源盤遮断器の誤操作、並びにタ

ンクヤード内雨漏れの事象が発生したことから、その対応状況について確認した。 

 

（１）不適切な遮断器操作の対応状況 

平成２９年５月８日、主循環ポンプの作動検査（施設定期自主検査）を行うた
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めの検査前条件を設定するために、機械室において遮断器の引き出し操作を行っ

ていたが、本来操作すべき遮断器と違う遮断器を操作し、この遮断器の負荷側に

２０秒程度の計画外の部分停電を発生させたため、本事象に係る異常時の対応、

不適合管理の実施状況について確認した。 

 

本件については、「ＪＭＴＲにおける計画外部分停電事象についての主な時系

列」、「ＪＭＴＲ原子炉施設 施設定期自主検査要領書」、「操作禁止タグ」、

「不適合管理分科会登録票」、「ＪＭＴＲにおける遮断器の誤操作による計画外

部分停電 対応工程表」等の資料及び聴取により確認した。 

具体的な確認内容は以下のとおり。 

 

・平成２９年４月、原子炉第１課長は、当該施設定期自主検査を反映した週間工

程表を作成し、部内関係者に周知したこと。作業当日、原子炉第１課担当者

は、年間請負作業員に施設定期自主検査要領書の説明を行い、操作禁止タグ

を作成し、所定の遮断器に取り付けたこと。作業員は、誤って、本来操作の

ために開けるべき電源盤の隣の電源盤の扉を開け、レバーを操作したこと。

並びに、原子炉第１課担当者は原子炉第１課長に当該誤操作を連絡せず、作

業員に復電操作を指示し、約２０秒後に復電したこと。 

 

・この誤操作により、原子炉施設のプロセス計測用の一部が停電し、炉プール水

位低下の警報が発報、並びに、火災報知器の電源が遮断されたことによる表

示器異常のメッセージが発報したが、復電操作によりすべて元の状態に復帰

し、復帰後の点検により施設に異常のないことを確認したこと。 

 

・原子炉第１課長は、当該事象の報告を受け、異常時の措置として材料試験炉部

長及び原子炉主任技術者に通報したこと。材料試験炉部長は、停電事象に伴

う部内各施設の異常の有無の確認を指示し、異常がなかったことを確認した

こと、及び同部長は、所長及び照射試験炉センター長に通報したこと。 

 

・平成２９年５月、当該事象を受けて、材料試験炉部長は訓示を行い、制御室に

おける操作、現場における作業を行うに当たっては、操作対象や作業対象に

誤りがないか確認した上で、確実な操作・作業を行うよう、基本動作の徹底

を指示したこと。朝会、ＫＹにおいて話し合われている内容を、確実に作業

で実践するように指示したこと。 

 

・不適合管理報告書では、本事象の直接的原因として、要領書を見ながらの確認
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をしないで、レバーを操作したこととしているが、改善すべき背景要因とし

て、作業の管理体制、ＴＢＭ－ＫＹ※の実施、誤操作時の対応等があることが

確認された。 

 ※「ＴＢＭ」はツール・ボックス・ミーティング、「ＫＹ」は危険予知の意

味。 

 

（２）タンクヤード内雨漏れの対応状況 

平成２９年５月１３日、タンクヤード内において、作業員のパトロールにより、

屋根から雨水が滴下し、床面に拡散した状態で雨漏れが発見されたため、本事象

に係る異常時の対応、不適合管理の実施状況について確認した。 

 

本件については、「主な時系列」、「ＪＭＴＲ特定施設 巡視点検表」、「保安

に必要な措置を講ずるための指示記録」、「不適合管理分科会登録票」、「ＪＭ

ＴＲタンクヤードの雨漏れ 対応工程表」等の資料及び聴取により確認した。 

具体的な確認内容は以下のとおり。 

 

・雨漏れを発見した作業員からの連絡を受けた原子炉第１課長は、仮設搬出入口

とタンクヤード屋根との接続部から水が滴下している状況を確認したため、

風雨により雨水が浸入したものと認識したこと。 

 

・当該事象について、原子炉第１課長は、異常時の措置として工事担当の原子炉

第２課長に連絡したこと、原子炉第２課長は材料試験炉部長に連絡し、同部

長は所長及び照射試験炉センター長に通報したこと。 

 

・原子炉第２課長等は、雨漏れ箇所付近をビニールシート等で養生により雨漏れ

の止水、床面に拡散した雨水の拭き取り、回収、隙間へのシール材の充填等

の応急措置を実施したこと。同課長等は、今後、詳細な浸水ルートを突き止

めて、防水対策を実施するとしたこと。 

 

・平成２９年５月１５日、原子炉第２課長及び放射線管理第２課長は、雨漏れ箇

所を拭き取ったウエスのサーベイ等の結果、汚染のないことを確認したが、

本保安検査において、管理区域内での雨漏れであり、発見次第、すぐに汚染

検査を実施すべきであることが確認された。 

 

以上のことから、保安検査で確認した範囲において、保安規定の遵守状況につい

て違反は認められなかったものの、確認された要改善事項については、引き続き保
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安検査等において確認する。 

 

５．その他 

   なし 
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（別添２） 

個 別 検 査 結 果（４／４） 

 

１．検査実施日 

  平成２９年５月２５日（木）、２６日（金）   

 

２．検査項目 

指摘事項の対応状況 

 

３．対象となった保安規定の条文 

第１編 総則 

第２章 管理体制 

第５条の２ 職務 

第１０条 品質保証推進委員会の設置及び構成 

第１１条 品質保証推進委員会の審議事項 

第３章 品質保証 

第１４条 品質保証計画の策定及び品質保証活動の実施 

第１５条 保安活動の計画、実施、評価及び継続的な改善 

第１８条 不適合管理及び是正処置 

第１９条 予防処置 

第２１条 文書及び記録の管理 

第４章 保安教育訓練 

第２３条 保安教育等 

第６編 ＨＴＴＲの管理 

第１章 通則 

第２条 ＨＴＴＲ品質保証委員会 

 

４．検査結果 

平成２８年度第４回保安検査において指摘したＨＴＴＲにおける文書管理に

係る改善、並びに力量評価基準の明確化について、事業者の実施状況を確認した。 

  

（１）ＨＴＴＲにおける文書管理 

平成２８年度第４回保安検査において、業務の計画表と工程表の関連が不明確

であること、年間運転工程への部長の関与が不明確であること等、文書管理につ

いて改善すべき事項を指摘したことから、その改善状況について確認した。 
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本件については、「不適合報告書」、「ＨＴＴＲ品質保証体系確認ＷＧ指名書」、

「ＨＴＴＲ品質保証体系確認ワーキンググループについて」、「業務の計画表」、

「是正処置計画書」、「ＨＴＴＲ品質保証体系確認ワーキンググループ報告」等

の資料及び聴取により確認した。 

具体的な確認内容は以下のとおり。 

 

・高温工学試験研究炉部では、当該指摘事項について、ＨＴＴＲ品質保証委員会

の審議を経て、平成２９年３月に不適合報告書を、平成２９年４月に是正処置

計画書を作成していること、高温工学試験研究炉部内のＨＴＴＲ品質保証委員

会の下に品質保証体系確認ワーキンググループ（以下、「ＷＧ」という。）を

設置し、是正処置を実施していること。平成２９年３月、部長は、当該ＷＧメ

ンバーについて指名書により指名していること。 

 

・当該ＷＧは、平成２９年３月から４月の期間、６回開催されていること、当該

ＷＧでは、年度当初に作成する「業務の計画表」を優先して審議することとし

たこと、次の段階で品質保証上重要な文書及び記録について部長の承認行為が

適切に実施されているか等について調査するとしたこと。 

 

・上記の審議の結果、年度開始前に各課の「業務の計画表」と「年間業務計画」

を作成するとしたこと。部長の日常的レビュー記録として、「業務の計画表」

等について確認するとしたこと。各課長は今年度の「業務の計画表」等を作成

し、平成２９年４月に部長が確認したこと、及び当該改定内容について、「業

務の管理要領」等を改定手続き中であること。 

 

・平成２９年５月、当該ＷＧでは、上記の調査の結果として「ＨＴＴＲ品質保証

体系確認ワーキンググループ報告」をとりまとめたこと、当該報告書の内容と

して、部長の承認が実施されていること。また、「文書及び記録の管理要領」

に記載されている文書に関する記載について、改定すべき内容があることが確

認され、改定手続き中であること。 

 

・今回の保安検査において、現行の是正措置計画においては、「業務の管理要

領」と「文書及び記録の管理要領」のみを改訂するとしているが、関連する他

の要領書についても見直す必要があることが明らかとなったことから、是正措

置計画を変更すべきであることが確認された。当該事案については、改善活動

を引き続き実施中であり、今後も保安検査等で確認する。 
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（２）力量評価について 

大洗研は、力量評価基準の明確化に関して、品質保証推進委員会及び不適合分

科会についてアクションプランを作成して改善に取り組んでおり、その実施状況

を確認した。 

 

① センターの対応状況 

事業者が自主的に取り組むとした力量評価基準に係る改善について、昨年度

末で終了していることを、「拡大品質保証推進委員会議事録」、「安全管理部

品質保証技術検討会申請書・承認書」、「是正処置報告書」等の資料及び聴取

により確認した。 

具体的な確認内容は以下のとおり。 

 

・管理責任者は、拡大品質保証推進委員会での審議を踏まえ、力量評価基準の

明確化に対する所の対応方針について、運転管理、放射線管理、燃料管理、

放射性廃棄物管理、保守管理、緊急時の措置の６業務と紐づけされるよう、

個々の業務について力量を設定するとしたこと。また、担当業務に必要な力

量がもてるよう、教育・訓練等の処置をとるとともに、力量が要員に付与さ

れたかどうかを評価することとしたこと。 

 

・上記の対応方針について、平成２８年１２月１３日、管理責任者は、各部の

力量評価に係る要領等の改定について、平成２９年１月末に各部の要領等の

教育について同年２月末を目途とすることを、各部に業務連絡書により指示

したこと。 

 

・平成２９年３月の拡大品質保証推進委員会で、各部において力量評価に係る

要領等の改定を終了したこと、並びに教育対象者に対して教育が終了したこ

とを確認していること。 

 

・平成２９年５月の拡大品質保証推進委員会で、是正措置報告書について審議

するとともに、各部が、改定された力量評価要領に基づく力量評価認定につ

いて終了したことを確認したこと。 

 

② 各部の対応状況 

力量評価基準に係る改善について、各部長が部内に力量評価の見直しについて

指示し、要領書等を改定していること等を「材料試験炉部品質保証技術検討会議

事録」、「保安教育訓練実施報告書」、「力量評価管理要領」、「教育・訓練管
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理要領」、「課長職（代理者を含む。）の力量評価書」、「力量認定証」等の資

料及び聴取により確認した。 

具体的な確認事項は以下のとおりである。 

 

・材料試験炉部では、品質保証強化チームにより、力量評価管理要領及び教育

訓練作業要領を見直したこと。また、平成２９年１月に開催された部内の品

質保証技術検討会の審議を経て、同年１月に当該要領を改定したこと。 

 

・材料試験炉部の各課長は、昨年度末までに、力量評価管理要領及び教育訓練

作業要領の保安教育を終了していること、並びに力量評価管理要領に基づ

き、課員の力量認定を終了していること。 

 

・高温工学試験研究炉部長は、平成２８年１２月に力量評価ワーキンググルー

プを発足させて力量評価基準について検討させたこと。また、平成２８年１

２月に管理責任者による指示文書に基づき、ワーキンググループでの検討及

びＨＴＴＲ品質保証委員会での審議を経て、平成２９年２月に当該マニュア

ル等を改定したこと。 

 

・当該ワーキンググループでは、部の要領において各課の業務の性質（作業レ

ベル、管理レベル等）を考慮し必要に応じて力量レベルを設定するように改

定し、各課のマニュアルにおいて力量レベルを設定するように改定するとし

たこと。 

 

・各課の教育・訓練管理マニュアルについては、運転管理、放射線管理等の６業

務に関する力量評価基準及び判定基準を明確化して課内で作成したマニュア

ル案について、ワーキンググループで検討したこと。また、各課長は、昨年度

末までに教育・訓練管理要領に基づき、課員の力量認定を終了していること。 

 

以上のことから、保安検査で確認した範囲において、保安規定の遵守状況につい

て違反は認められなかった。 

 

５．その他 

 

 


